



The Intemship Program in 2011 
For Career Education 
石田隆弘ぺ前川昭二町小津哲夫穴桐原正之*4
幸谷智紀*5， 榛葉豊町青島偉夫*6， 大石和典*6
Takahiro ISHIDA， Shoji MAEKAWA， Tetsuo OZAWA， Masayuki KIRIHARA， 
Tomoyuki KOYA， Yutaka SHINBA， Hideo AOSHlMA， Kazunori OHISHI 
Abstract: Ours Intemship has been introduced into the curricula of Shizuoka Institute of Science and 
Technology (SIST) since 1999. This report presents the discussion about the preparation， the organization 
and the results of the intemship program conducted in 2011. Ours program has been started仕om 1999. In 
201 1， 60 companies in Shizuoka prefecture proposed this program by providing their own intemship 
programs for 107 students. 60 students participated in the programs. The results of this program over ten 






























































慮、した. 選考の末， 4月 26日に大学周辺の企業を中心に
5 79社に対してインターンシップ事業の協力依頼を実施
した. また， 一部学科では， 卒業生を中心に勤務先でのイ
ンターンシップ受け入れの可能性を問い合 わせ，新たな受
け入れ先の開拓も行った.












その上で， インターンシップ参加希望者には 4月 27 日に
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行った第 1回の事前研修をはじめとして，全 3回の事前研
修を実施した.参加希望学生と派遣企業の決定に当たって






認を行い， 派遣学生を決定した. このように， 極力学生の
希望が優先されるよう配慮し，40 社に 60 名の実習生を派
遣することとなった.
実習生を派遣した企業ごとの実習期間，派遣実習生の人




No 会社名 実習地 フー』ーて<' 期間 日数 受入 実習
人数 人数
l ダイハツ沼津販売側 沼津市 ダイハツ沼津が取り組む庖舗総合営業活動の実習 。お出迎え 9/3-9/14 10 4 1 ~お見送りまで
2 側畠山製作所 沼津市 3Dモデ、ノレの作成 (トレース) 8/22-9/21 10 l 。
3 附三鮮商事 御酔易市 介護 。
4 側木村鋳造所 清水町 CAD/CAMを用いた鋳造用模型の製作 8/30-9/10 10 2 。
5 附コーヨー化成 富士市
製品がお客様の手に渡るまで、どのような工程を踏むかを体系 8/8-8/26 10 2 l 
的に理解する。









Web制作、映像制作、及び企画を製作用PCなどを使い実習か 9/15-9/22 5 2 2 
ョナル側 ら学ぶ。
9 先 生精機側 静岡市 製作機械が出来上がるまでの各工程を学ぶ 9/5-9/16 10 2 




新入社員研修を行い、社会人としての心構えを習得する。製造 8/17-8/23 6 2 2 
ンョン 業として、ものづくりを通じて、社会に貢献することを体感する。
12 遠藤科学側 静岡市 科学機器商社の主要な業務内容全般と客先訪問を体験する。 9/5-9/9 5 
13 さ明機工附 静岡市
3D CADによる機械設計。製造 (溶接、機械加工、組立)。ロボ 9/5-9/9 5 3 3 
ットティーチング(制御)
14 静岡市役所清水港振 静岡市
静岡市シティーフ。ロモーションである「清水港マグ、ロまつり201 8/10-10/9 8 l 
興課 1Jの開催に伴うイベント当日の補助，事前準備等事務局補助
15 附大井産業機械 島田市







PCを 操作してデジタル・プリプレスの体験、大型向速コピー機 9/5-9/16 10 2 2 
での印刷業務体験、製本作業体験など。
18 側アーティス 浜松市 ウェブ、サイト制作に関る業務を理解する 9/5-9/16 10 l 
19 ショーダテクトロン附 t兵+公市




して電子機器の構造や仕組みを理解し、簡単な試験業務を体 8/22-8/26 5 l 
21 アイパルス側 浜松市
産業用ロボ、ットの電子部品表面実装機("7'ウンター)の製造実 9/5-9/16 10 2 2 
習 です。部品の組立・調整を行う。
22 浜二ペイント附 浜松市 木工用塗料の検査及び塗装 9/5-9/9 5 
サーノミ及びネットワークの設計、構築、運用のサポートを体験。
23 天方産業附 浜松市 ルネサス(R8C)マイコンを使用してプログラムを作成、動作確 8/22-9/2 10 2 2 
ヨ阿刃乙、。
24 附小楠金属工業所 浜松市 切削加工に関する実習 8/29-9/9 10 2 。
25 ASTI附 浜松市
技術開発部 車載電装品又は制御機器の評価、解析 /生 8/29-9/9 10 2 2 
産技術部 生産ライン又は設備機器の改善
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No 会社名 実習地 ァーマ 期間 日数 受入 実習
人数 人数
26 側浜松生花地 方卸売 浜松市 ftきの流通について学ぶ 9/5-9/16 10 2 。
市場
27 側アイゼン 浜松市 機械加工を通して品質の重要性を知る 8121-8/30 8 
28 やまと興業側 浜松市
商品開発ミーティング‘に参加し、商品の受入から納入までの作 9/5-9/16 8 2 2 
業の流れを学ぶ。 ものつくり作業としてパイプ加工全般を学ぶ。
29 シブヤ精機附 浜松 浜松市 製品からのCAD1こよる設計作業 ( 予定) 9/5-9/9 5 2 2 
本社
30 側かきこや 浜松市 食品の管理・販売。異なる年代の人たちと協力して{動く。 9/5-9/16 10 2 
31 ユニクラフトナグラ側 浜松市 ものづくり休験 。
32 側ティーケーワン 浜松市 地域資源を活用した観光情報発信事業 8/6-9/21 10 2 。
33 川崎工業側 菊川市 自動車部品製造に関わる機械筏術の習得 9/5-9/16 10 2 。
34 開榛葉鉄工所 握手川市
安全教育。オートパイマフラーの作り始めから完成まて、を実習し 8/4 -8/24 10 
ながら学んでいただきます。
35 側キャタラー 掛川市 設備設計・ 工程設計、触媒等の研究開発、システム化など 8/22-8126 5 。
36 側コバテック 袋井市
減速機部品のCAD設計、NC旋盤やホブ盤を用いた機械力日 9/10-9/21 10 
工、 減速機の組立作業、と ' 連の作業を実習。
37 (械赤沼技研 袋井市
当 社実習にて加工技術を学びながら 社会人としての体験をし 8/17-9/7 17 
ていただきます
38 ニチアス附袋井仁場 袋井市
社員の指導の元、製品の試作業務等を行って頂きます。NC旋 9/5-9/10 5 1 
盤・マシニングセンヲー などを操作し部品 を加工するo
39 静岡県サッカー協会グ 袋井市
来園されるお客様に気持ちよく施設をつかっていただくよう、整 8/8-9/21 10 3 3 
ループエコパハウス 備していきます。圏内の除草作業や雑木の除去など。
4 0  化工機フ。フント環境エ 袋井市 流入水・処理水の水質分析c下水処理設備の点検・保守・メン 8/8-8/12 5 l ンシ側袋井事業所 テナンス。処理場全体の景観の維持・清婦・整備
4 1  
附エーピーアイコーポ
袋井市
微生物の発酵生産実験及び発酵液から目的物の回収実験を 8/17-8126 8 2 2 
レーション袋井工場 通して発酵での物作りを体験する
4 2  袋井市月見の里学 袋井市
運営リッ7としては、当日の準備作業、開催中のサホ。ート、後片付 8/21-8/27 5 2 遊館 けを通して、参加者との交流を深めて裁きます。
4 3  側アクティ森 森町
体験指導員の補助として、接客、案内、清婦、体験作品の梱包 8/9-8/23 15 4 
作業から販売迄、アクティ森の社員の一人として働く。
4 4  附ショーワ 浅羽 工場 袋井市
-開発製品の性能解析、調査、倹査 9/5-9/14 8 2 
-開発試作品の組立、検査
4 5  (相村松研磨工業 袋井市
研磨作業l土手作業で行うことが多く、 8/22-8/27 7 
研磨後の函粗度等のデータ取り
4 6  
袋井市役所 袋井市
情報公開、社会教育、環境施策、農林畜産の振興、観光振興 8/15-9/15 10 5 5 
など、地方自治に関する業務の学習
4 7  ポーラ化成工業(的袋 袋井市 品質管理 8/22-8126 5 
井工場
4 8  NNP電子附 磐田市
当社開発の試作品について設計仕様に基づいた動作確認、作 8/18-8/31 10 l 
業及び実験、データ取り文 は製作補助
4 9  磐田信用金庫 磐田市
信用金庫の業務内容 預金・融資・為替業務の内容 営業庖体 8/9-8/11 3 3 。重責
50 側磐田グランドホテル 磐田市 接客、顧客満足度向と。ピアガーデン接客。 8/11-9/17 5 2 
51 (城大進堂 磐田市 印刷物作製の流れ、デザインワークの基本 9/5-9/14 10 l 。
52 側赤松電気 磐田市 工場内の電気設備工事により、現場の実情を自分で見る。 8/30-9/2 4 
53 エズカ工業側 磐田市 一品者の機械や部品の製造に傍わる 8/23-9121 5 。
54 側クリアテック 磐田市 人事の仕事体験 8/22-9/2 10 2 。
55 側メルコ 磐田市
プフスチック。ダイカスト金型の、機械・工作機械による切自IJ方 9/5-9/14 7 l 
法、仕上げ、組み付け、調整、製品完成までの体験。
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No 会社名 実菅地 7ーマ 期間 日数 受入 実習
人数 人数








豊橋市 設備又は部品の機能理解とCADIこよる作図 9/3-9/14 10 。
59 
豊川信用金庫 豊川市 本庖での講義及び営業庖職場実脅 8/15-8/19 5 3 。
6 0  CDS附
岡崎市
テクニカルイラスト、3DCAD設計演習 2 。
実習人数がI 0 Jとなってしも企業は、三次 ・ 三次募集で追加した企業のうち、 実習申し込みがなかったもの
期間 ・ 日数等が「ー」となっているものは、詳細が未定だったもの
表2実習学生の学年・学科別人数 表3実習企業地域別内訳
学科 1年 2年 3年 4年 計 市名 人数 市名 人数
機械 17 17 浜松市 18 島田市 2 
電気電子 11 11 磐田市 6 吉田町
物質生命 21 21 袋井市 18 静岡市 9 
コンビュータ 8 8 森町 富士市 3 
人間情報 3 3 掛川市 沼津市 l 
計 。 。 60 。 60 
表4インターンシップ事前・事後研修会、報告会出席者状況
学科 第1回 第2回 第3回 報告会 事後研修
機械 36 1 9  14 16 16 
電気電子 37 1 9  1 0  1 0  1 0  
物質生命 55 36 21 20 20 
コンビュータ 11 6 6 7 7 
人間情報 16 3 2 3 3 






業.鍛造.金型の設計 ・ 製作現場を学ぶ. 開発 ・設計現場に
おいて開発業務を体験， 3次元CADを使ったパーツモデ、リン







































図書館業務全般. エレベータ電気手配 自動化ソフト作成. 物
流業務と情報システムの現場実習. パソコンデ ータ入力. IT 
システム管理，ユーザサ ポ トー等PC機器類の研究指導. イ
ンターネットを使った情報収集. ワ ドー・エクセルなどの応用.
市内の観光スポットの写真撮影 や資料収集 ・ ホ ームベージの
作成. 3次元CADソフトと遠隔ネ ットワーク・ンステムの習得.




接客サ ービス. 本社として各支庖との事務連絡業務. 接客販
売. 放送 ・ 番組制作における技術部門の仕事. 現場見学，実







































また， 本年度も各事前研修をビデオに収録 し， これを本






行うこととなった. この人数から実習参加 率 は 38. 7%と


























いの状態である. 10 年間の参加学生の累計は 700名以上
となった.
184 
"。 108 101 
平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年
図1受入企業等の数および参加学生数(10年間の変化)
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「製作， 組立， 加工」が1 6%， 同 率 2 位の 「実験， 測定，
試験， 分析」と 「営業， 後客， 販 売」 は 1 0. 2 %であった.
昨年度は，1 位 「製作， 組立， 加工J， 2 位「生産ライン業
務全般J，3位 「実験， 測定， 試験， 分析」の11債で、あった.
昨年と比較して特筆すべきこととしては 「営業， 接客， 販
売Jが順位と比 率をあげ， 昨年上位て、あった 「生産ライン
業務全般j は順位を下げた この結果は， 製造業に対する
景気悪化の影響を示唆するものかもしれない.
7. 2 実習によって得られた成果
「実習の成果」 についてまとめたものが図 4 である. 1 
位の 「企業や職場の雰囲気がわかった」 は1 0. 2 %， 2 位の
「慎重かっ正確な作業の重要性」は 9.1 %，3位の 「人との






「実習に関する感想、」をまとめたものが図 5 である目 実
習内容に関する感想、としては r貴重な体験ができ， 非常
に勉強になった」 との感想が大きく増加した.研修の実が
あがったと考えられる.以下， 2 位 「実習期間は充実して
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の重さを実感したJ， r製品を作ることの大変さを実感し























る. そのため企業の実習担当者に依頼して， 個々 の実習生
の実習状況に関する評価を求めた. 評価は1 0 項目の評価
事項について各々 5 段階で評価するものとした. その結果
(回答数日)を表 6に示した 昨年度に比べて r積極性j
の平均値がO.5上がったことが目立ち r責任感Jが 0. 2，
「正確JがO.1 上昇した. 一方r創意工夫Jと 「協調性j
が 0.1下がった r勤務状況J，r勤務態度J， r内容理解j
に関しては昨年度と同じ値であった r全体評価jは 0.1
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表6 イ ンターンシップ実習生に対する個人別評価 (5段階評価， 回答数 回)
評点
評価項目 大変良い やや良い 普通 やや劣る 劣る 平均値
5 4 
勤務状j見(欠勤、遅刻、早退など 43 7 
の状況)はし、かがでしたか? 72，9% 11，9% 
勤務態度(言葉遣い、挨拶、返事 25 19 
など)はいかがでしたか? 42，4% 32.2% 
17 27 実習内容はよく理解しましたか? 28.8% 45.8% 
仕事において、よく実行し、行動 20 27 
し、努力しましたか? 33.9% 45.8% 
仕事は正確で良い結果が出まし 19 29 
fこか? 32.8% 50.0% 
創意工夫の姿勢lま見られました 7 22 
か? 11.9% 37.3% 
仕事に対する積極性はいかがで 23 20 
したか? 39飢 33.9% 
24 24 
責任感は持っていましたか? 40.7% 40.7% 
21 17 協調性はいかがでしたか? 35.6" 28.8" 
20 26 全体評価 33.9" 44.1% 
ほぼ全ての項目に関して例年と 同様の値で、あったこと
から，本学学生の特徴がこのアンケート結果から読み取る










「元 気」が評価され， 一方 で「積極性の不足1. r元 気がな

















7 2 。 4，5 
11，9% 3，4% 0，0% 
11 4 。 4，1 
18.6% 6.8% 0.0% 
14 。 4.0 
23.7% 1.7% O.怖
10 2 。 4.1 
16.9% 3.4% 0.0% 
4 6 。 4.1 
6.9% 10.3% 0.0% 
25 5 。 3.5 
42.4% 8.5% 0.0% 
13 3 。 4.1 
22.0% 5.1% 0.0% 
9 2 。 4.2 
15.3% 3.4% 0.0% 
19 3.9 
32.2% 1.7" 1.7" 

























実習に臨む様子をグラ フにまとめたのが図 9 である.また






・いつも元気よく作業が出来 ました。 他のインターン シッ プ生のムードメーカとして楽しく作業が出来 ていたと思い
ます。
- 実習内容として与えた課題に真剣に取り組む姿勢は良かったと思いました。






-もっといろんな事を学びたいとか、 学校の授業に対しでも、 実習や機械に関係するサ ークルを糟やして欲しい等々
積極性が伺える。
・ インターンシップ実施の目標を持ち、 真面白に一生懸命取り組んでおり、 好感が持てた.
・挨拶や時間を守ること、 という基本的なことがしっかり出来ていました。
-温和で協調性にとみ、 素直で物怖じせずに仕事に取り組んでくれました。
-接客のアルバイ トもしているということで、 お客さんへの対応もスムー ズでした。 初対面も好印象でした。




・ 実習を重ねるごとに、 信頼が増し、 安心して仕事を任せることができるようになった。 また、 与えた仕事について
自ら、 時間調整をし、 合間の時間で処理をすることができた。 協調性があり、 職場に溶け込むことも出来ていた。
く問題点の指摘があった〉













・ 今年、 初めて受け入れをさせていただき、 正直、 弊社での受け入れ態勢がなってなく、 学生さん (二人とも) をお
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61，9% 
0，0% 0，0% 
適切 lまぽ適切 やや不適切 不適切
図7 受入企業担当者によるイ ンターンシップへの評価
0，0も0，0首0，0官
適切 ほぽ適切 やや不適切 不適切
図8 参加学生による実習内容、 環境、 指導内容への満足度
0.0% 0.0% 

























そう思う ややそう思う 普通 ややそう恩わない そう思わない
図11 訪問教員の受入事業所への評価と要望
一方，訪問教員による企業の実習内容が教育的であった
か， 実習プログ ラムは充実していたか， 指導状況は良好か
とし、う事項に対する評価は， 3つの質問項目とも 5段階評

















































































「明るさJ， I真面目J， I元気jが評価された. その一方で，
「積極性の不足J， I元気がなし、J， Iコミュニケーション不
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